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罰金を支払った方がマシだ」とＡＦＰ通信に語った。   
(EU Business 2005/5/2) 
                       













  「民主主義」は資源を管理するのだろうか。 
 
２．資源管理における「民主主義」とは 
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ここでは、 システム化される 「資源」 に対抗する軸の、
利用者からステークホルダーへの変化が想定される。 
  上述の認識から、ローカル、グローバルな資源管理 
を「民主主義」の重層性を変数にトータルに解釈出来
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